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研究要旨  
背景：本研究は、日本の若年層、特に中高生を対象に、生理（月経）に関する実態とその周辺課題

を明らかにすることを目的として実施された。近年、「生理の貧困」が社会課題として注目されてお

り、経済的制約に加えて、生理や性に対する忌避感、情報不足、相談先の不在といった構造的・社

会的要因が指摘されている。特に思春期女性におけるこれらの問題は、学業や社会参加、ウェルビー

イングに影響を及ぼす可能性がある。 
結果：本年度は、多年度にわたる研究計画の初年度として、全国の中学校・高等学校を対象とした

無記名ウェブアンケートを実施し、月経経験や初経年齢、症状の有無、生活への支障、月経に関す

る知識や相談行動、自己管理感などについて網羅的なデータを収集した。調査は令和 6 年 11 月～

12 月末にかけて実施され、62 校の協力校の生徒より 13,469 件の回答が得られた。 
考察：現在、分析作業を進めており、結果の詳細は令和 7 年度以降に報告予定であるが、初期的な

知見として、中高生における生理関連の課題が多層的であり、生活や学習環境への影響が無視でき

ないことが示唆されている。今後の分析により、生理の困難がもたらす構造的な障壁を可視化し、

学校・地域・政策レベルでの支援や健康教育のあり方を再構築するための基盤を提供することを目

指す。 
 
Ａ．研究目的 
本研究の目的は、日本における若年層、特に中

高生を対象に、生理に関する実態やその周辺課題

を明らかにすることである。近年、「生理の貧困」

が社会問題として注目されており、その背景には

経済的要因に加え、生理や性に対する忌避感、情

報・相談先の不足といった構造的な社会的要因が

存在するとされている。「生理の貧困」とは、生

理用品の入手困難にとどまらず、生理に関する正

確な知識の不足、相談できる環境の欠如、そして

不調に対する理解や配慮の不足といった複合的

な困難を含み、個人の尊厳や教育機会、日常生活

に深刻な影響を及ぼす多面的な社会課題である。 
本研究では、令和 3 年度に厚生労働省によって

実施された全国調査との比較も視野に入れつつ、

思春期の女性が抱える生理に関する困難の実態、

具体的には、生理用品の入手状況、心身の健康へ

の影響、学校生活や社会参加への支障、支援への

アクセス状況等を明らかにすることを目的とす

る。さらに、生理に関する課題が学業や生活の継

続性、プレゼンティーイズム（Presenteeism）に及

ぼす影響を含め、若年期における女性のウェル

ビーイングに対する阻害要因としての生理の貧

困の特性を探る。本研究成果は、将来的な政策立

案や学校・地域における支援体制の整備、さらに

は健康教育の在り方の見直しにつながる実証的

基盤を提供することを目指す。 
 
 
Ｂ．研究方法 
1. 生理の実態に関する調査の実施 
（１）本研究のデザイン 
本研究は、当研究班で実施した全国の中学生・

高校生を対象にした喫煙・飲酒の実態調査と連携
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して実施した。喫煙・飲酒の実態調査にウェブ形

式で協力すると応諾が得られた学校が調査対象

校である。調査の計画立案や実施に向けた手順の

詳細は他の分担研究報告書に記載されている。 
（２）研究対象校および対象者 
本研究は、飲酒や喫煙に関連する既存調査項目

と連携して実施されたものであり、全国から無作

為に抽出された中学校244校および高等学校236
校のうち、調査協力に同意を得られた学校に所属

する生徒を対象とした。調査はウェブ方式にて実

施され、各校の判断に基づき、任意の時間および

方法で生徒にアンケートを配付・回答していただ

いた。 
（３）分析方法 
調査実施期間は令和6年11月～12月末とした。

調査対象校には、専用のウェブフォームURLを
送付し、各校の責任のもと、校内の適切な環境に

おいて生徒が回答を行えるように依頼した。収

集されたデータは匿名化され、集計・分析を通じ

て生理に関する実態把握を行った。 
（４）調査項目 
調査項目（Q1-9）は、月経経験の有無および初

経年齢、生理に関連する身体的・精神的症状、日

常生活への影響、月経に関する知識の有無、相談

先の状況、さらには生理に伴う困りごとの自己管

理感（コントロール感）など、多岐にわたる視点

から構成されている。これらの項目の設定は、厚

生労働省の担当官との複数回の協議・検討を経て

おこなわれた。 
 
 
（倫理面への配慮） 

本研究は個人情報を取得しない無記名調査と

して実施した。調査対象者には目的と方法、自由

意志で参加の有無を決定できることを伝えた。調

査への参加・不参加によって生徒や保護者に不利

益が生じることはなく、個々の回答を学校関係者

は見ることができないことや、成績や学校評価に

影響することも一切ないことも記した。保護者へ

の個別同意取得は行わないが、配布される説明文

書を通じて調査の目的と方法を家庭で共有し、生

徒が調査票冒頭にある同意確認欄へのチェック

をすることにより同意の意思を確認することと

した。チェックがない場合はその回答データは使

用されず、無回答での提出も可能とした。なお無

記名方式のため、提出後の撤回はできないことと

した。 
本研究の計画は、国立成育医療研究センター倫

理審査委員会を受審し、承認を得た（倫理課題番

号：2024-057）。 
 
 
Ｃ．研究結果    
 本研究は、研究期間が複数年（令和 8 年度まで）

にわたり、本年度はその研究計画初年度にあたる。

研究計画に基づき、調査項目を設定し、調査を実

施した。調査依頼校のうち、調査協力の応諾を得

られたのは 62 校（中学校 30 校、高等学校 32 校）

であった。有効回答数は計 13,469 名である。 
調査結果については、現在分析しているところで

あり、令和７年度以降に分析結果の報告を行う予

定である。 
 
 
Ｄ．考察 

本研究では「生理に関する実態」について、問

題を抱える女性の分布や心身の健康状態、日常生

活への影響等についての実態を把握することが

できる項目を選定し、13,469 人からの回答を得る

ことができた。特に、中高生や、比較的情報の少

ない若年女性も含めた「生理に関する実態」を把

握し、課題や支援ニーズを整理することは、まだ

十分に行われておらず、データの解析結果から対

策を検討することが期待される。さらに、女性の

健康総合センターにおける取組との効果的な連

動についても期待できる。 
本調査は、同年度に実施された飲酒・喫煙に関

する全国調査と同一の抽出枠をもとに実施され

ており、両調査は連携して学校選定・調査依頼が

行われた。生理に関する設問は、オンライン回答

方式を選択した協力校の生徒にのみ実施されて

いることから、回収されたデータはオンライン調

査協力校における生徒の実態を反映している。こ

のため、本調査結果は、ICT 環境等のオンライン

調査の体制が比較的整った学校における生徒の

回答を中心として構成されている。生理に関する
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困難や支援ニーズについても、調査未実施校に在

籍する生徒の実態を反映しきれていない可能性

を念頭に置く必要がある。この点を踏まえ、今後

の分析では、回答環境や回答様式が結果に及ぼす

影響についても留意する。 
 
 
Ｅ．結論    

本研究は、日本の若年層、とりわけ中高生を対

象として、生理に関する実態や周辺課題を把握す

ることを目的に計画された多年度研究の初年度

に位置づけられる。本年度は、調査項目の設計、

倫理的配慮の徹底、協力校への調査依頼、実地調

査の遂行、回答の収集までを円滑に完了した。こ

れにより、従来十分に可視化されてこなかった中

高生における月経経験、症状、支障、知識、相談

行動、コントロール感などに関する網羅的なデー

タを取得することができた。 
今後の分析を通じて、本調査が明らかにするの

は、単なる「生理の貧困」にとどまらず、月経が

若年女性のウェルビーイングや学習・生活に与え

る影響、支援の届きにくさ、知識の偏在、相談先

の不足といった、より構造的かつ社会的な問題の

全体像である。 
この知見は、学校や地域社会における健康教育

や支援体制の在り方を再考し、女性の健康と学び

の機会の保障を両立させる施策の基礎資料とし

て活用されることが期待される。令和 7 年度以降

の継続的な分析と発信により、政策提言や教育現

場へのフィードバックを通じた社会実装を目指

す。 
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